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学校関係者評価委員会 評価結果報告 

 

１．開催日時：令和 4年 4月 28日（木） 14時～15時 30分 

２．場  所：埼玉医療福祉会校舎研究室１ 

３．出 席 者；諸田 一雄（埼玉医療福祉会法人事務局長） 

       黒澤 久美子（丸木記念福祉メディカルセンター看護部長） 

       原嶋 弥生 （埼玉医科大学病院看護部長） 

（敬称略） 

  オブザーバー：藤山 トキ（埼玉医療福祉会看護専門学校副校長） 

         大野 敏之（埼玉医療福祉会看護専門学校事務長） 

  ＊委員の村田様には書面での評価をしていただきました。 

４．事前配布資料 

 ・令和 3年度埼玉医療福祉会看護専門学校自己評価結果 

 ・令和 3年度 8領域別 看護教育自己評価表（精神科看護学は当日配布） 

 ・授業評価結果 

 ・卒業時到達目標アンケート結果 

 ・年報（第 5号）は失念で事前に配布しませんでしたので、結果報告としてお届けさせていただきま 

す。 

５．進行 

 ・1～10項目について、藤山が補足説明を加えながら話し合いながら評価していった。 

６．評価項目 

   ① 教育理念・目的・人材育成像 

   ② 学校運営 

   ③ 教育活動 

   ④ 学修成果 

   ⑤ 学生支援 

   ⑥ 教育環境 

   ⑦ 学生の募集と受入れ 

   ⑧ 財務 

   ⑨ 法令遵守 

   ➉ 社会貢献・地域貢献 

７．結果 

  ①教育理念・目的・人材育成像 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

1‐1 学校の教育理念・目的・育成人材像は定められ

ているか 
   ４  ３  ２  １ 

1‐2 理念等の達成に向けた特色ある教育活動に取り

組んでいるか 
   ４  ３  ２  １ 
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 ②学校運営 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

２‐1 目的等に沿った運営方針が策定されているか 
   ４  ３  ２  １ 

２‐２ 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 
   ４  ３  ２  １ 

２－３ 学校運営のための組織を整備しているか 
   ４  ３  ２  １ 

２－４ 意思決定システムは、規則・規定等で明確にし

ているか 
  ４  ３  ２  １   

２－５ 情報システム化等により業務の効率が図られて

いるか 
   ４  ３  ２  １   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③教育活動 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

３‐1 教育の理念に沿った教育課程の編成・実施方針

が策定されているか 
   ４  ３  ２  １ 

３‐２ 成績評価・終了認定基準を明確化し、適切に運

用しているか 
   ４  ３  ２  １ 

３－３ 授業評価の実施体制はあるか 
   ４  ３  ２  １ 

３－４ 資格・免許取得の指導体制はあるか 
  ４  ３  ２  １  

３－５ 教員の質向上への取組みは行っているか 
   ４  ３  ２  １ 

３－６ 教員の組織体制を整備しているか 

 
   ４  ３  ２  １ 

 

 

評価コメント（自由記述） 

 教育理念・目的・育成人材像がしっかり定められている。理念達成に向けて実習施設とも良好な連

携もできており、課題と改善策が明らかになっている。新型コロナウイルス感染症が臨地実習に及ぼ

した影響については、学生のアンケートの結果からはあまりなかったということが確認できた。また 

さまざまな教育活動が制限されていることが分かった。 

 

評価コメント（自由記述） 

 年度初めに運営方針と経営方針（学年方針）が明示されている。学校運営に関しては会議等で協議

しながら教員に周知が図れている。また情報の共有もできている。しかし、意思決定システムについ

ては、学校関係者以外には少しわかりにくい。 

 情報システム化については、パソコンの入れ替えや WIFIの着工など、少しずつ進められているが、

半導体不足により、情報システム化に若干の遅れがある。 

半導体不足があり、令和 4年度から電子教科書を導入予定であったが 
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④学修成果 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

４‐1 就職率の向上が図られているか 
   ４  ３  ２  １ 

４‐２ 資格・免許の取得率の向上が図られているか 
４  ３  ２  １ 

４－３ 卒業生の社会的評価を把握しているか 
   ４  ３  ２  １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤学生支援 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

５‐1 退学の低減が図られているか 
   ４  ３  ２  １ 

５‐２ 学生相談に関する体制を整備しているか 
   ４  ３  ２  １ 

５－３ 学生の経済的側面に対する支援体制を整備して

いるか 
   ４  ３  ２  １ 

５－４ 学生の健康管理を行う体制を整備しているか 
  ４  ３  ２  １   

５－５ 学生寮の設備などの生活環境支援体制を整備し

ているか 
   ４  ３  ２  １ 

５－６ 保護者との連携体制を構築しているか 
   ４  ３  ２  １ 

 

 

評価コメント（自由記述） 

 授業評価の実施体制があり、講義をする側、聴講する側の評価となっている。新形コロナウイルス

感染拡大時は、オンライン授業や学内演習に切り替えるなどの対応が早かったことは評価できるが、

コロナ禍での教育の難しさを感じた。 

 成績評価、修了認定は学則の規程に基づいて実施されており、授業要綱にも記載されているので、

学生に周知されている。 

 資格・免許取得の指導体制特に国家試験受験対策は、予備校の講師による無料ガイダンスや、特別

講義、専任教員による補習講義など実施されている。 

評価コメント（自由記述） 

 精神疾患等による就職困難はあるが埼玉医科大学グループへの就職率が高い。 

国家試験に対する取り組み方は，学生個人の意欲に影響されるので、どのように関わっていくかが難

しいところである。しかし、模擬試験ごとに結果を分析し、受験対策の内容を変更している。また、

模擬試験の下位層の学生に対し個別指導や希望者に対する勉強会が実施されている。 

 卒業生の社会的評価については、実施していないため次年度の課題であると考える。 
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⑥教育環境 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

６‐1 教育上の必要性に十分対応した施設、教育用具

等を整備しているか 
   ４  ３  ２  １ 

６‐２ 学外学習、インターンシップ、海外研修等の実

施体制を整備しているか 
   ４  ３  ２  １ 

６－３ 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用し

ているか 
   ４  ３  ２  １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦学生の募集と受入れ 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

７‐1 高等学校等接続する教育機関に対する情報提供

に取り組んでいるか 
   ４  ３  ２  １ 

７‐２ 学生募集活動を適切に、かつ、効果的に運用し

ているか 
   ４  ３  ２  １ 

７－３ 入学選考基準を明確化し、適切に運用している

か 
   ４  ３  ２  １ 

７－４ 入学選考に関する実績を把握してるか 
  ４  ３  ２  １   

７－５ 経費内容に対応し、学納金を算定しているか 
   ４  ３  ２  １ 

７－６ 入学辞退者に対し、授業料等について適切な取

り扱いを行っているか 
   ４  ３  ２  １ 

 

 

 

 

評価コメント（自由記述） 

 退学の低減として、学生の面接の実施、成績結果が悪い学生については保護者面談を実施してい

る。学習意欲の低下やメンタル不調の学生の退学を減らすことは大変難しいと考える。「hyper₋QU」を

実施し個別に支援されている。経済的支援では、学生寮が整備されている、奨学金貸与制度がある、

病気で休学した場合の授業料免除対応があるなど学生支援はできている。 

 宿舎（15宿）は築年数が 40年以上で、とくに浴室に関する不満が学生からあがることがある。 

評価コメント（自由記述） 

 施設・設備・実習備品等の整備は施設基準、関係法令に適合している。新形コロナウイルス感染拡

大防止のため Zoomによるオンライン授業も実施している。また、情報処理室のパソコンの入れ替えや

実習モデル人形の購入、年 2回の図書購入など教育用具等の整備に努めている。 

 老朽化の対応とオンライン授業に対応するための機器の導入などの課題があると思う。 
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⑧財務 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

８‐1 学校及び法人運営の財務基盤は安定している 
   ４  ３  ２  １ 

８‐２ 予算及び計画に基づき適正に執行管理を行って

いる 
   ４  ３  ２  １ 

 

 

 

 

 

 

⑨法令遵守 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

９‐1 法令や専修学校設置基準を遵守し、適正な学校

運営を行っているか 
   ４  ３  ２  １ 

９‐２ 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実

施しているか 
   ４  ３  ２  １ 

９－３ 自己評価の実施体制を整備し、評価を行ってい

るか 
   ４  ３  ２  １ 

９－４ 自己評価結果を公表しているか 
  ４  ３  ２  １   

９－５ 学校関係者評価の実施体制を整備し、評価を行

っているか 
   ４  ３  ２  １ 

９－６ 教育情報に関する情報公開を積極的に行ってい

るか 
   ４  ３  ２  １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価コメント（自由記述） 

 コロナ禍で工夫しながら実施できている。高校訪問の縮小、学校説明会は人数制限とし 6回開催す

るなど、新型コロナウイルス感染拡大防止に努め乍ら実施されている。 

 ホームページがリニュアルされ、トップ画面、学内サイト、学校紹介用動画がアップになる予定に

なっているということで、ハード面の整備に努めている。 

 

 

評価コメント（自由記述） 

 印刷物を業者に依頼せず学内でコピー対応するなど、経費削減に努めている。教育の充実を図るた

めには、現状の教員数が必要ということであるが、人件費が占める割合が高い。 

 財務情報はホームページ上に公開されている。 

評価コメント（自由記述） 

 関係法令、設置基準について、看護師等養成所指定規則の指導調査において、留意事項はあったも

の、指摘事項はなく、学校運営されている。 
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 ➉社会貢献・地域貢献 

 評価項目 適切：４ ほぼ適切：３ やや適切：２ 不適切：１ 

10‐1 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか 
   ４  ３  ２  １ 

 

 評価コメント（自由記述） 

 例年、学生が関連施設のイベントにボランティアとして参加しているが、新型コロナウイルス感染

症の関係で全く活動がなかった。 

 


